
西小学校運営協議会アンケート集計結果のまとめ 
令和６年 2月２８日 

西小学校運営協議会 

ご協力いただきましたアンケートの集計結果がまとまりましたので、ご報告いたします。 

なお、コミュニティ・スクールは「CS」と略称で表記させていただきました。 

また、自由記述は文意を損なわない程度に編集させていただきました。 

 

１ 調査期間 令和５年 12月６日～令和６年 1月１０日 

２ 調査対象 学校保護者、自治振興会委員、学校支援ボランティア、学校運営協議会委員、教職員 

３ まとめと考察 

回答者数が昨年度より２７名減りました。「活動の周知度」は１２％の減少です。昨年度は、４３％

だった保護者の回答率が２８％に減っています。昨年度のアンケートで保護者の７２％が「活動の周知

度」について肯定的評価をしており、保護者の回答率の低さも影響したと考えられます。周知度を高め

る方法の方法と併せて、回答しやすい方法を考え直す必要もあると考えます。 

一方、「地域の諸団体との連携」は、６９％が肯定的評価でした。いただいた提案やご意見は、次年

度の活動の参考にさせていただきます。出された「名称案」は全部で１８案。２月の学校運営協議会で

選考します。なお、いただいた質問は、同じような内容を取りまとめ、４ページで回答しています。 

 

【問１】 所属先 

 

 

 

 

 

 

【問２】 学校運営協議会の活動は、               【問３】 学校運営協議会の活動は、 

校区の方に周知されていると思いますか。       地域の諸団体と連携できていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

（３）地域と連携した活動をするためには、どのような活動ができると思いますか。 

 ①具体例 

 ・サツマイモ掘りの手伝い     ・掃除お手伝い      ・校外活動の見守り 

・焼きいも大会        ・学校内外の美化活動    ・地域団体の活動に参加する  

・高齢者の経験が生きる活動   ・初日の出を見る     ・星空を観察する 

  ・森山に登る         ・遠足のポイント立ち番   ・昔遊びの復活 

    ・こども食堂         ・広報活動       ・地域への出張 

  ・「今後の葛野のあり方を語る会」を振興会と共催で開催する 

所属先と回答者数の比較（単位：人） 

所    属 R4年度 R5年度 

●保護者 ５５ ２３ 

●学校支援ボランティア  ８ １１ 

●自治振興会 １７ １４ 

●学校運営協議会  ４  ８ 

●教職員 １１ １２ 

合 計 ９５ ６８ 

 

R４年度 

R４年度 

R５年度 

R５年度 



②ご意見 

・自治会、老人会等が続ける活動に子どもが参

加する場を作り、互いの活動を活性化する。 

・子育てが終わった方とか高齢者には、まだ認

識されていないようなのが残念です。 

・自治振興会との綿密な打合せが不可欠です。 

・ＣＳの活動に地域の方々をもう少し交えた活

動をすれば、大きく地域の方々に周知できる

と思う。 

・活動の趣旨などを各自治会内にもっと説明を

して広く知っていただく、特に子どもたちが

少なくふれあいが少ない区など。 

・学校行事やイベントを一緒に盛り上げたい。 

・春は「カタクリ」、秋は「コスモス」のように

葛野地区は花のイベントで知られています。

校区を挙げて「花いっぱい運動（仮）」に取り

組んでみてはいかがでしょう。これをきっか

けに諸団体のつながりができれば幸いです。 

・そうじの回数が減ったそうです。トイレや手

洗い場などは毎日してほしい。衛生面を考慮

しトイレ掃除の外部委託を希望します。 

・楽しいコミュニケーション、交流の場づくり 

・『きずな』を見て、毎年、多くのボランティア

が児童と交流されているのが素晴らしい。 

・現代の子どもの関わり方を知る。 

・諸団体は現役で仕事に就いている人が多く、

学校に関わるは難しいのでは 

・地域の特産品等の収穫体験等を実施しコミュ

ニケーションを図り連動を進める。 

・学校の諸行事に参加できる声かけと事後報告 

・１５０周年の機運を高めるためにも自治協議

会メンバーとなり発信していく必要がある。 

・周知は必要ですが、無理に活動せず、要請が

あれば始めてはどうでしょう。 

 

【問４】学校運営協議会名前の候補案 

 

①キッズかどの協力隊    ⑩コミスクかどの 

②カドノいきいきサポーター ⑪西っ子応援団 

③西っ子サポート協議会   ⑫西っ子応援隊 

④西っ子ファミリー     ⑬西っこクラブ 

⑤かどののどか運営協議会  ⑭チームかどの 

⑥かどのウィングス   ⑮かどのみる子 

⑦すくすく西っ子応援隊   ⑯かどの応援隊 

⑧かどのブリッジ      ⑰西っ子協力隊 

⑨かどのつながり隊     ⑱西っこスマイル 

キッズ応援隊 

 

【自由記述欄にいただいたご意見やご感想】 

 

【葛野報徳自治振興会委員】 

・『きずな』をありがとうございます。いつも地

域のみなさんに読まれていますように。 

・会議が少なすぎる 

・運営協議会の方々、活動ご苦労様です。 

・地域の連携の名のもとに学校（教師、児童）の

負担が大きくなりすぎていないか？また、その

ことで本来の学校教育に支障が出ていないか？ 

・今後、西小学校がなくなる予想があり、今のう

ちに意見を募っている感じがしました。 

 

【学校支援ボランティア】 

・先日の冬まつりにも参加されていた３年生、

５年生のもち米や古代米の販売、かどのの方

の多くが見ておられたと思います。元気な声

が良く出ていて良かったです。 

・『きずな』を読んでいる人が多いみたいです。

少しずつでもコミスクを周知してもらえてい

ると思います。嬉しいことです。ＣＳ指導者

等の高齢化は避けられないので、新たな人材



の発掘が必要。そのためには「みなさんにご

協力いただけること」のアンケートを実施し、

QR コードでの回答を取り入れてはいかがで

しょうか。足を運ぶのが億劫な人でもオンラ

インなら回答しやすいと思います。 

・先生方のお顔すら分からない私たちですので、

機会があれば、たまにはお顔を見せていただ

き、私たちが学校をもっと身近に感じるよう

になることも大切ではないか。 

・毎年アンケートがあり、意見等書かせいただ

いていますが、他の方がどのような意見が記

載されていたかわからないままに、再度この

時期に来ております。（昨年度も同じことを書

かせていただきました。）協議会からアンケー

トを依頼された方に、まとめたものを見せて

いただけたら、私たちもさらに西小の運営活

動に関心を持ちサポートできると思います。 

・生活の中で貴重な時間を子どもたちのために

使っていただき、ありがとうございます。あ

くまでも学校は教育の場であり、その中で学

力の保障は第一であると思っています。学校

自体の基本に差し障りのない所で活動してい

くことが必要かと思います。体験も大切です

が、学習時間の保障がないと、将来が不安で

はないかと思います。「報告、結果のための行

事」にならないように…。 

・読み聞かせボランティアとして参加させてい

ただいています。校長先生はじめ先生方、と

ても親切で優しく、読み聞かせに関心を持っ

てくださり熱心です。子どもたちも本当によ

く聞きいってくれます。嬉しいです。 

・学校全体が一丸となって、教育活動を行って

いるのがよくわかります。 

・こういう機会を与えていただき感謝です。 

・いつもお世話になり、ありがとうございます。 

【保護者】 

・いつも色々な行事やイベントを盛り上げてい

ただいてほんとに感謝しています。 

・子供たちの育成や見守りにご協力いただき、 

大変助かっています。ありがとうございます。 

・これからも西っこが楽しく地域の中ですくす

く育つよう保護者共々よろしくお願いします。 

・子供が喜ぶイベントを増やしてほしい。 

・地域の方が学校にどんどん力を貸してくださ

り一緒に教育できることはとても嬉しいです。 

・『きずな』をいつも楽しく読ませていただいて

います。音楽会の時の観客も巻き込まれなが

らの歌もとてもよかったです。親や先生以外

に、いろんな人が関わってくれていると感じ、

それが子どもたちの安心につながるなと感じ

ました。たくさんのご支援、ありがたいです。 

・いつも子どもたちのためにありがとうござい

ます。これからもよろしくお願いします。 

・学校の行事や活動を一緒に盛り上げていただ

いており感謝の気持ちでいっぱいです。 

・いつもご協力頂いてありがとうございます。 

・いつも快く学校に協力いただきありがとうご

ざいます。大変助かっています。 

 

【学校運営協議会委員】 

・学校行事等の案内は WEB に頼らずペーパー

（ちらし）等で全戸配布に努めてほしい。 

・PTAは氷上中との連携をさらに進め、リサイ

クル等でも協力し合ってほしい。 

・少子化で、子どもたちが各地区で大人とふれ

合う場がない状態で地区の方々もどう接した

ら良いかわからないところもあるので、やっ

ている活動などをもっと分かりやすく地区の

人たちに伝える方法があれば良いと思います。 

 



【学校教職員】 

・学校の行事や活動を一緒に盛り上げていただ

いており感謝の気持ちでいっぱいです。 

・いつもご協力頂いてありがとうございます。

これからもよろしくお願いします。 

・いつも快く学校に協力いただきありがとうご

ざいます。大変助かっています。 

・音楽会や学習活動の手助けをしていただき、

大変助かっています。 

 

【いただいた質問について】 

次の内容について質問がありましたので、まと

めて説明させていただきます。 

 

（１）学校運営協議会ができた経緯や目的 

（２）地域の人が参加する理由 

（３）どんな活動や協議をしているか 

 

（１） 学校運営協議会ができた経緯や目的 

「学校運営協議会制度」とは、学校だけでなく、

保護者や地域の人も、学校のことについて一緒に

考えたり、決めたりする仕組みです。 

かつては、学校のことは学校だけで決めていま

した。しかし、社会が変わり、学校や子どもたち

にもいろいろな問題が起きるようになりました。 

そこで、国が「学校のことは、学校だけでなく、

保護者や地域の人も一緒に考えた方がいい。そう

すれば、学校や子どもたちのことをもっと理解で

き、協力しやすくなるだろう」と考え、平成２９

年に新しい法律（地方教育行政の組織及び運営に

関する法律）を作りました。 

丹波市では、同じ年にこの制度を導入し、今で

は、市内の全小中学校に学校運営協議会が設置さ

れています。 

西小学校では、平成３０年に学校運営協議会を

設置し、「夢や目標に向かって地域と共に育つ西

っ子の育成」をスローガンに、現在６年目の活動

をしています。 

（２） 地域の人が参加する理由 

地域の人たちが学校運営協議会の活動に参加

することで、次のような良さが期待できます。 

 

① 学校に地域の人たちが関わることで、地域

の特色やニーズに応えた教育を行えます。 

② 学校と地域の交流や協力が深まり、子ども

たちが地域を好きになったり、地域の発展に

貢献する意欲を育んだりすることができます。 

③ 学校に関わる地域の人たち同士のつなが

りが生まれ、地域の魅力や活力を高めること

ができます。 

 

（３） どんな活動や協議をしているのか 

西小学校の学校運営協議会の委員は、葛野報徳

自治振興会、PTA、学校支援ボランティア、学校

教員の中から 15名に委嘱しています。 

会議は年に４回。毎回、「安心安全」「地域づく

り支援」「学び支援」の３チームに分かれて活動

を話し合います。年度末に翌年度の学校の教育目

標や方針の説明を受け、意見を出し、承認します。 

地域の学校支援ボランティアは約６０人。登校

の見守り、読み聞かせ、花壇の整備、クラブ活動

や授業の応援などで参加していただいています。 

＊    ＊    ＊ 

学校運営協議会の理念は、「地域とともにある

学校づくり」です。これは、学校と地域が一緒に

なって、子どもたちの夢や目標を応援し、社会に

貢献できる人に育てることを目指す考え方です。 

西小学校学校運営協議会は、学校と地域の人たち

が一緒になって学校作りに参加することで、この

理念の実現を目指します。 

 

アンケートにご協力いただいた皆様、ありが

とうございました。いただいたご意見、ご提案は、

２月６日の学校運営協議会で話し合い、来年度の

活動の参考にさせていただきます。 


